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令和７年度 消防本部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

消防長 

川部 敬司 

●使命  

私たち消防本部は、「市民が安心して暮らせる災害に強い安全な都市 

瀬戸内」を目指し、きめ細やかで地域に密着した消防行政を行います。 

●基本方針 

①消防団を中心とした地域防災力の向上を図り、広報強化に努めます。 

②消防施設の充実・強化に努めます。 

③的確・迅速な現場対応に向けた指令業務の充実強化を図ります。 

④各事業所の防火・救急意識の向上を図ります。 

⑤総合的消防力の強化を図ります。 

 
 

 

所 管 課 
総務課 警防課 予防課 通信指令室 

消防署 

 

人  員 

正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

８３人 人 ８３人 

一般会計 １，１７３，５７４      千円 

特別会計  千円 

計 １，１７３，５７４ 千円 

（うち人件費） （ ６３２，５８９   千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 進捗状況 

1 

消防団を中心とし

た地域防災力の向

上、消防団の広報

強化 

 

 

 

 

 

 

 

消防団員数の増加を図るため、今

年度より新設した広報担当を中心

にＰＲ活動を行います。 

 

 

 

消防力を強化するため、機能低下

した消防団車両（邑久東分団第３

部、牛窓分団第２部）の更新を図り

ます。 

団員定数450名に対して充

足率93％を目標に入団を促

進します。 

 

 

 

令和７年度末までに更新を

行い、活動力・士気の向上を

図ります。 
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重点項目 内容 成果目標 進捗状況 

2 

消防施設の充実・強

化 

 

 

 

 

 

非常用電源及び受発電設備の更

新・移転事業、消防団訓練施設整備

事業、トイレ整備事業など多くの事

業が重なるが、消防業務が停滞す

ることがないように計画的に行い

ます。 

 

全ての事業が年度内に完了

するように進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

3 

指令業務の充実強

化 

新システムの有効利用により、情報

伝達速度の向上を目指します。 

工期延長しましたが早期完

成を目指したうえで、指令台

新機能の詳細分析を行い、

出動隊とよりよい連携が取

れるようマニュアル化して指

令室員の情報伝達の平準化

を行います。 

 

4 

各事業所における

防火・救急意識の向

上 

 

 

防火対象物への立入検査時に設置

されている消防設備を有効的に活

用できるよう操作訓練を実施。消

防設備の正しい使い方をマスター

してもらい防火意識の向上に努め

ます。また、合わせて応急手当の基

礎知識チラシを配布し重要性を伝

えていきます。 

 

今年度、事業所（２００箇所）

において、立入検査を実施す

ると共に、操作訓練、救急意

識の向上に向け、緊急時の

対応について実施します。 

 

 

 

5 

 

 

 

総合的消防力の強

化 

 

 

 

 

 

水難や大規模な林野火災、特殊災

害等多岐に渡る災害に対応するた

め他機関との連携を図ります。 

 

 

火災原因調査の技術及び知識の向

上を図り、効果的な火災予防対策

に務めます。 

海上保安庁や近隣消防、また

市民との連携を図る訓練を

年５回以上実施します。 

 

 

研修会を年６回以上実施し、

火災の原因調査に関する想

定訓練を２回行います。 
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重点項目 内容 成果目標 進捗状況 
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複雑多様化する災害や、大規模災

害に備え救助工作車の更新を図り

ます。 

 

救急救命士の教育として、病院実

習及び救急研修会等への参加を積

極的に行います。また、救急救命士

を中心とした救急隊の教育、指導、

訓練を行います。 

 

令和７年度末までに更新を

行い、新資器材の取扱訓練

を実施します。 

 

瀬戸内市民病院及び市外救

急二次病院への病院実習を

行い、知識の習得や病院スタ

ッフとの顔の見える関係を

構築し救急業務を円滑に行

います。各種救急研修会等へ

積極的に参加し、最新の知識

を習得します。 

 


